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(57)【要約】
【課題】使用中、ＬＥＤが熱を発する問題を解決すると
共に、商品の小型化を図ることが出来る照明装置を提供
する。
【解決手段】ＬＥＤモジュール１を駆動する複数の駆動
回路部品３１，３１，３１，…の一部が収容される空洞
を有する放熱部２と、駆動回路部品３１，３１，３１，
…の他の一部（例えば、トランジスタＴ）が収容される
空洞５１を有する口金部５とを備え、駆動回路部品３１
，３１，３１，…を放熱部２の空洞及び口金部５の空洞
５１に収容する。
【選択図】図２



(2) JP 2009-4130 A 2009.1.8

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＬＥＤと、該ＬＥＤを駆動する駆動回路部と、該駆動回路部を収容する収容部とを有す
る照明装置において、
　前記ＬＥＤおよび／または前記駆動回路部からの熱を放熱する放熱部を備え、
　少なくとも前記放熱部を一部分として前記収容部が密閉してなることを特徴とする照明
装置。
【請求項２】
　ＬＥＤと、該ＬＥＤを駆動する駆動回路部と、該駆動回路部を収容する収容部とを有す
る照明装置において、
　前記ＬＥＤおよび／または前記駆動回路部からの熱を放熱する放熱部を備え、
　前記収容部は、前記放熱部の内部に、前記ＬＥＤが設けられた面に近接するように形成
されてなることを特徴とする照明装置。
【請求項３】
　電源部と接続する口金部と、
　前記放熱部と前記口金部を絶縁する絶縁部をさらに有し、
　前記収容部は、前記放熱部及び前記絶縁部により形成されてなることを特徴とする請求
項１または２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記放熱部は、
　一面に前記ＬＥＤが取り付けられる放熱板と、
　該放熱板の他面に取り付けられ、内側に前記収容部を有する固定筒と、
　該固定筒の外側に固定される放熱フィンとを備えることを特徴とする請求項１から３の
何れか一つに記載の照明装置。
【請求項５】
　前記収容部は、外部からの塵埃の侵入が遮断された閉空間を形成していることを特徴と
する請求項１から４の何れか一つに記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光ダイオード（以下、ＬＥＤと記す）と、該ＬＥＤを駆動する複数の駆動
回路部とを備える照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、小型、省電力、長寿命という特徴を有するＬＥＤを照明に使用した商品の開発が
多くなされている。このようなＬＥＤの照明への使用に伴い、照明分野において様々な技
術が提案されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１では、従来の白熱電球の外見をそのまま維持しつつ、いわゆるグロ
ーブの中にＬＥＤを設けることにより、従来の白熱電球との互換性を高めたＬＥＤ電球が
提案されている。
【０００４】
　特許文献２では、ＬＥＤと、入力電圧をＬＥＤ用電圧に変換する電源回路とを、夫々隔
てて設けられたケースに収容することにより、電源回路の発熱によって前記ＬＥＤの光出
力が低下することを防止できる口金付ＬＥＤユニットが提案されている。
【０００５】
　一方、ＬＥＤを用いる照明において輝度を高めるためには、ＬＥＤを高密度に集積する
必要があり、このようにＬＥＤが高密度に集積された場合は、ＬＥＤ自身からの発熱によ
ってＬＥＤ自体及び、該ＬＥＤを実装した基板が破壊されると共に、劣化が進むという問
題がある。しかし、特許文献１のＬＥＤ電球及び特許文献２の口金付ＬＥＤユニットは、
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このようなＬＥＤの発熱に伴う問題に対する工夫が十分に考慮されていない。
【０００６】
　また、特許文献３には、ＬＥＤとヒートシンクを備え、該ヒートシンクに電源回路を収
容する凹部を外部と連通するように設けた発光ダイオードランプについての意匠が開示さ
れている。
【特許文献１】特開２００１－２４３８０７号公報
【特許文献２】特開２００５－２１６４９５号公報
【特許文献３】意匠登録第１２８４１１６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、上記特許文献１及び２に記載のＬＥＤ電球または口金付きＬＥＤユニットは、
ＬＥＤを光源にした照明装置についての先行技術であるが、ＬＥＤの発熱による問題を解
決するものではない。ＬＥＤを照明装置の光源として用いる場合には、十分な輝度を確保
するために多数のＬＥＤを必要となるため、ＬＥＤからの熱を放熱する構造が必要となる
が、上記特許文献に記載の先行技術は、このようなＬＥＤの発熱に伴う問題に対する工夫
が十分に考慮されていない。
【０００８】
　また、特許文献３の発光ダイオードランプは、ヒートシンクにＬＥＤが設けられ、ＬＥ
Ｄからの熱を放熱する構造が開示されているが、前記ヒートシンクにより占められる体積
の割合が非常に大きいので、商品の大きさを大きくする原因となり、商品の外観を損なう
虞がある。また、ヒートシンクに電源回路を収容する凹部を設け、前記凹部が外部と連通
しているので、長期間使用した場合は、外部から埃、塵等が凹部に入り込み、電源回路に
接触して引火、故障を起こす虞がある。さらに、前記凹部はヒートシンクの内部の僅かな
範囲にのみ設けられているのみであり、照明装置の消費電力の増加に伴う回路部品の点数
及び大きさの増加に備える空間が十分に確保されていないといった問題がある。
【０００９】
　本発明は斯かる事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、ＬＥＤを
駆動する駆動回路部の配置を工夫することにより照明装置の大型化を抑えながら、ＬＥＤ
からの熱を放熱する構造を有する照明装置を提供することである。また、さらに別の目的
は、駆動回路部に埃や塵等が接触することによる引火・故障が生じることを防ぐことが可
能な照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明に係る照明装置は、ＬＥＤと、ＬＥＤを駆動する駆動回路部と、駆動回路部を収
容する収容部とを有する照明装置において、ＬＥＤおよび／または駆動回路部からの熱を
放熱する放熱部を備え、少なくとも放熱部を一部分として前記収容部が密閉してなること
を特徴とする。
【００１１】
　本発明にあっては、照明装置の大型化を抑えながら、ＬＥＤからの熱を効果的に放熱す
ることが可能である。また、ＬＥＤを駆動する駆動回路部に埃や塵等が接触することによ
る引火・故障が生じることを防ぐことが可能である。
【００１２】
　本発明に係る照明装置は、ＬＥＤと、ＬＥＤを駆動する駆動回路部と、駆動回路部を収
容する収容部とを有する照明装置において、ＬＥＤおよび／または駆動回路部からの熱を
放熱する放熱部を備え、収容部は、放熱部の内部に、前記ＬＥＤが設けられた面に近接す
るように形成されてなることを特徴とする。
【００１３】
　本発明にあっては、照明装置の大型化を抑えながら、ＬＥＤからの熱を効果的に放熱す
ることが可能である。特に、収容部をＬＥＤが設けられた面に近接する位置まで形成する
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ことにより、十分な広さの収容部が確保でき、照明装置の小型化が可能となる。また、消
費電力が大きくなることによる駆動回路部の大型化にも対応して照明装置の大型化を抑制
し、駆動回路部からの熱の放熱に寄与することが可能である。
【００１４】
　本発明に係る照明装置は、さらに、電源部と接続する口金部と、放熱部と前記口金部を
絶縁する絶縁部をさらに有し、収容部は、放熱部及び絶縁部により形成されてなることを
特徴とする。
【００１５】
　本発明にあっては、収容部を放熱部及び絶縁部の別体の組合せにより構成することで、
容易に駆動回路部を収容部に収容することが可能となる。
【００１６】
　本発明に係る照明装置は、前記放熱部は、一面に前記ＬＥＤが取り付けられる放熱板と
、該放熱板の他面に取り付けられ、内側に前記空洞を有する固定筒と、該固定筒の外側に
固定される複数の放熱フィンとを備えることを特徴とする。
【００１７】
　本発明にあっては、前記放熱板の一面側には前記ＬＥＤを取り付け、他面には前記固定
筒を取り付け、該固定筒の内側の空洞に前記駆動回路部品の一部を収容する。前記固定筒
の外側には前記複数の放熱フィンを固定し、前記ＬＥＤが発する熱を、前記放熱板を介し
て前記放熱フィンに伝導させ、放熱フィンの表面を介して外気中に放出させる。
【００１８】
　本発明に係る照明装置は、前記放熱部の空洞及び前記口金部の空洞は連通され、外部か
らの塵埃の侵入が遮断された閉空間を形成していることを特徴とする。
【００１９】
　本発明にあっては、前記放熱部の空洞及び前記口金部の空洞が連通され、閉空間を形成
するように構成する。従って、前記空洞の中に埃、塵埃等が溜まることが防止される。
 
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、照明装置の大型化を抑えながら、ＬＥＤからの熱を効果的に放熱する
ことが可能である。また、ＬＥＤを駆動する駆動回路部に埃や塵等が接触することによる
引火・故障が生じることを防ぐことが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１を、図面を参照して説明する。図１は実施の形態１に係る
照明装置の構成を示す斜視図、図２は要部分解斜視図、図３は、図１のIII‐III線による
概略要部横断面図、図４は概略要部縦断面図である。
【００２２】
　実施の形態１に係る照明装置は複数の白色ＬＥＤ（図示せず）が実装された光源モジュ
ール１と、光源モジュール１を覆うドーム状の透光部４と、光源モジュール１が発する熱
を放熱するための放熱部２と、光源モジュール１を駆動するための複数の駆動回路部品３
１，３１，３１…を有する駆動回路部３と、駆動回路部３に電気的に接続されると共に、
外部電源に接続される円筒状の口金部５と、口金部５及び放熱部２の間に介在する絶縁部
６とを備えている。
【００２３】
　光源モジュール１は、矩形のセラミック基板上の中央部に複数の０．１ＷのＬＥＤ（ス
モールチップ）が密集して実装されている。光源モジュール１の対向する何れか２つの頂
点には、光源モジュール１を放熱部２にネジ止めするための貫通孔１１，１１が設けられ
ている。光源モジュール１は熱伝導シート（図示せず）を挟んで後述する放熱部２の放熱
板２１にネジ止めされる。
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【００２４】
　放熱部２は、一面の中央部に光源モジュール１がネジ止めされる円板状の放熱板２１を
備え、放熱板２１の縁には周方向に延設され、透光部４の縁と当接する鍔部２４を設けて
いる。放熱板２１の他面の中央部には、後述の放熱フィン２２を固定する固定筒２３が突
設されている。固定筒２３の内側は、駆動回路部３の駆動回路部品３１，３１，３１…の
一部を収容する収容部として空洞２５が形成されている。
【００２５】
　駆動回路部３の収容部である空洞２５は、駆動回路部３をできるだけ内部に収容できる
ように、光源モジュール１が設けられる面に近接する位置まで形成されていることが照明
装置の小型化がなされるので好ましい。また、十分に広さを確保することにより、照明装
置の消費電力が大きくなることによる駆動回路部３の大型化にも対応することができ、照
明装置の大型化を抑えることが可能である。さらに、駆動回路部３からの熱が空洞２５に
こもるが、その場合においても空洞が広いほど高温化を抑えることが可能となる。
【００２６】
　また、放熱部２は、複数のＬＥＤを有する光源モジュール１からの熱だけでなく、駆動
回路部３からの熱も放熱することが可能である。
【００２７】
　放熱板２１の中央部には貫通孔２６，２６，２６，２６を設け、空洞２５に収容される
駆動回路部３及び光源モジュール１を接続するリード線２７，２７が、貫通孔２６，２６
，２６，２６を挿通している。固定筒２３の外周面には、固定筒２３の軸長方向に長い複
数の放熱フィン２２，２２，２２，…が、固定筒２３の周方向に並設されている。各放熱
フィン２２，２２，２２，…は、固定筒２３の外周面に固定されると共に、一端２２Ａが
放熱板２１の前記他面に固定されている。固定筒２３の外周面から放熱フィン２２の縁ま
での寸法は、放熱板２１側の一端２２Ａから他端２２Ｂに向けて減少している。放熱板２
１、固定筒２３及び放熱フィン２２，２２，２２，…はアルミニウム製であり、一対形成
されている。放熱フィン２２，２２，２２，…の他端２２Ｂ側には、絶縁部６が取り付け
られている。
【００２８】
　放熱部２は以上のような構成を有しているので、光源モジュール１が発する熱は、放熱
板２１を介して放熱フィン２２，２２，２２，…に伝導され、放熱フィン２２，２２，２
２，…の表面を介して外気中に放出される。
【００２９】
　また、放熱フィン２２，２２，２２，…の一端２２Ａ側には、放熱板２１を介して光源
モジュール１が設けられ、他端２２Ｂ側には絶縁部６が設けられており、更に絶縁部６に
は口金部５が固定されているので、実施の形態１に係る照明装置を天井等に設置して使用
する際、高温の光源モジュール１が低温の口金部５の下方向にあるので、光源モジュール
１から口金部５へ外気の流れを誘導することが可能である。
【００３０】
　透光部４は光源モジュール１を覆って保護すると共に、光源モジュール１からの光を透
光させる。透光部４は耐衝撃性及び耐熱性に優れた乳白色のポリカーボネート樹脂製であ
り、縁が放熱板２１の鍔部２４と当接した状態で、放熱板２に固着されている。
【００３１】
　絶縁部６は、放熱部２を保持する放熱部保持筒６１と、放熱部保持筒６１の一端に連設
され、放熱部保持筒６１及び後述の口金保持筒６４を連結する連結部６３と、口金部５を
保持する口金保持筒６４とを備えている。絶縁部６は、放熱部保持筒６１が放熱部２の固
定筒２３の内側に挿入された状態で、放熱部２に固定されている。
【００３２】
　よって、放熱部２と絶縁部６により、駆動回路部３を収容するための密閉された空洞（
収容部）が形成される。従って、外部から埃、塵等が空洞に入り込み、駆動回路部３に接
触して引火・故障が生じることを防ぐことができ、照明装置の安全性・メンテナンスの容
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易さという点で好ましい。
【００３３】
　放熱部保持筒６１は、固定筒２３と略等しい軸方向長さ、及び固定筒２３の内径より少
し小さい外径を有し、固定筒２３の内側に挿入され、外嵌固定される。また、放熱部保持
筒６１は連結部６３側の一端部に、絶縁部６を放熱部２に係止するための凸部６２，６２
を設けている。固定筒２３の内側には凸部６２，６２に対応する凹部（図示せず）が設け
られており、該凹部及び凸部６２，６２の作用によって絶縁部６が放熱部２に係止固定さ
れる。
【００３４】
　連結部６３は漏斗状をなしており、放熱部保持筒６１側の一端部の縁にて、内周面が放
熱部保持筒６１の内周面と面一になるように連設されている。連結部６３の他端部には、
口金部保持筒６４が連設されており、前記一端部から前記他端部に向けて縮径している。
連結部６３は前記一端部の縁に、放熱部２の一端と当接する扁平の保持面６５を有してい
る。一方、連結部６３は前記他端部の縁に、口金部５の縁と当接する扁平の保持面６６を
有している。
【００３５】
　口金部保持筒６４は、連結部６３の前記他部の縁にて連設さられており、口金部５より
短い軸方向長さ、及び口金部５の内径より少し小さい外径を有している。口金部保持筒６
４は口金部５の内側に挿入され、外嵌固定される。
【００３６】
　放熱部保持筒６１、連結部６３及び口金部保持筒６４は、プラスチック製であり、一対
成形されている。また、放熱部保持筒６１、連結部６３及び口金部保持筒６４は同心的に
設けられている。
【００３７】
　口金部５は、内側に空洞５１を有しており、一端側が開口し、他端側には底を有してい
る。また、口金部５は、一端側の縁部が絶縁部６の連結部６３の保持面６６と当接された
状態に、絶縁部６に固定されており、外周面には電球ソケットと螺合するためのネジ加工
が施されている。口金部５の前記外周面は一極端子５２の役割をなしており、前記底面に
は外周面の一極端子５２と絶縁して他極端子５３が突設されている。他極端子５３及び一
極端子５２は、リード線５４，５４を介して駆動回路部３に電気的に接続している。
【００３８】
　駆動回路部３は、長方形の回路基板３２の上に複数の駆動回路部品３１，３１，３１…
が実装されている。回路基板３２は、口金部保持筒６４の内径より大きく、放熱部保持筒
６１の内径より小さい寸法の幅と、絶縁部６内に収容可能な適宜の長さとを有している。
一部の駆動回路部品、例えばトランジスタＴは長いリード線によって回路基板３２と接続
されており、回路基板３２から隔てて配設することが可能である。
【００３９】
　上述のように、放熱部２の固定筒２３の空洞２５には絶縁部６の放熱部保持筒６１が挿
入されており、口金部５の空洞５１には絶縁部６の口金部保持筒６４が挿入されている。
また、放熱部２の固定筒２３の空洞２５及び口金部５の空洞５１は、絶縁部６を介して連
通されている。従って、駆動回路部３は放熱部２の空洞２５内であって放熱部保持筒６１
の内側に収容され、トランジスタＴは口金部５の空洞５１内であって口金部保持筒６４の
内側に収容されることが出来る。
【００４０】
　上述の実施の形態１においては、駆動回路部品３１，３１，３１…の内、一部は放熱部
２の空洞２５に収容され、他の一部（トランジスタＴ）は口金部５の空洞５１に収容され
る場合について説明したが、これに限るものでなく、可能であれば、放熱部２の空洞２５
に全部収容しても良い。つまり、少なくとも放熱部２を一部分として、駆動回路部３の収
容部である空洞２５が密閉されていれば、放熱部２内部に駆動回路部３を収容することが
でき、かつ、駆動回路部３からの熱も放熱することが可能となる。
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【００４１】
　（実施の形態２）
　図５は実施の形態２に係る照明装置の構成を示す概略要部縦断面図である。なお、実施
の形態１と同一の部分については同一の符号を付してその詳細な説明を省略する。
【００４２】
　実施の形態２に係る照明装置は、駆動回路部３の駆動回路部品３１，３１，３１…が発
する熱を、放熱部２に伝導する熱伝導シート７を備えている。熱伝導シート７は、輪にな
るように巻かれており、駆動回路部品３１，３１，３１…及び放熱部２の固定筒２３の内
周面により挟持されている。つまり、熱伝導シート７は、駆動回路部品３１，３１，３１
…及び放熱部２の固定筒２３の内周面と接しているので、駆動回路部品３１，３１，３１
…が発する熱は、熱伝導シート７を介して放熱部２の固定筒２３及び放熱フィン２２，２
２，２２，…に伝導され、放熱フィン２２，２２，２２，…の表面を介して外気中に放出
される。
【００４３】
　一方、実施の形態１及び実施の形態２において、光源モジュール１が発する熱を、放熱
部２が外気中に放熱するために必要とされる面積（以下、放熱面積と言う）は照明装置の
輝度によって異なり、輝度の増加と共に発熱量も増加するので、要求される放熱面積も増
加する。従って、上述した実施の形態の照明装置は、放熱部が下記の条件を満たすように
、放熱フィンの形状及び枚数が設計されていることが好ましい。より適切な放熱を行う上
、照明装置の小型化を図るために、シミュレーションによる必要放熱面積の求めを行った
。シミュレーションは「ANSYS　Simulation　９．０」を用いて行い、周囲温度を４０℃
とし、４０℃以上の温度上昇を抑制することを目的としており、その詳しい条件は以下の
とおりである。
【００４４】
　複数のＬＥＤが実装され、発熱量が８．６５×１０6 Ｗ／ｍ3 である、厚み１ｍｍのＬ
ＥＤチップが、厚み１ｍｍの熱伝導シート（熱伝導率５．０Ｗ／ｍ・Ｋ）を挟んで、矩形
のアルミニウム基板の表側に固定されている場合を条件とした。前記アルミニウム基板は
、熱伝導率が２３７Ｗ／ｍ・Ｋであり、１ｍｍの厚み及び１１２ｍｍ×１１２ｍｍの面積
を有し、外気（熱伝導率５．８Ｗ／ｍ2 ・Ｋ）による空冷のみが行われることとした。な
お、前記空冷は前記アルミニウム基板の裏側からのみ行われることとした。
【００４５】
　上述した条件でシミュレーションを行った結果、照明装置が２０形の場合は１２５００
ｍｍ2 、４０形の場合は２５０００ｍｍ2 、６０形の場合は３７５００ｍｍ2 の放熱面積
つまり、前記アルミニウム基板の裏側面積が必要とされていた。換言すれば、放熱部２が
外気による空冷を行い、４０℃以上の温度上昇を抑制するためには、放熱フィン２２，２
２，２２，…及び固定筒２３が外気と接して空冷を行う面積が、２０形の場合は１２５０
０ｍｍ2 、４０形の場合は２５０００ｍｍ2 、６０形の場合は３７５００ｍｍ2 である必
要がある。しかし、実際の使用においては、扁平な面にて空冷が行われることでなく放射
状に並設された放熱フィン２２，２２，２２，…の表面にて空冷が行われること、照明装
置の見栄えを悪くしないように、所定のケース、カバー等の収容部材内に装着されること
等を考慮すべきである。例えば、２０形の場合は、１２５００ｍｍ2 より６０％広い２０
０００ｍｍ2 程度の放熱面積が望ましい。
【００４６】
　以上、実施の形態１及び２において、光源としてＬＥＤを採用した実施形態を例示して
説明したが、これに限られるものではなく、ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎ
ｃｅ）でもよい。放熱部は、内部に駆動回路部を収容して小型化を可能とし、光源及び駆
動回路部からの熱を放熱できることから、広く他の光源についても適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る照明装置の構成を示す斜視図である。
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【図２】本発明の実施の形態１に係る照明装置の構成を示す要部分解斜視図である。
【図３】図１のIII‐III線による概略要部横断面図である。
【図４】本発明の実施の形態１に係る照明装置の構成を示す概略要部縦断面図である。
【図５】本発明の実施の形態２に係る照明装置の構成を示す概略要部縦断面図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　光源モジュール
　２　放熱部
　５　口金部
　７　熱伝導シート
　２１　放熱板
　２２　放熱フィン
　２３　固定筒
　２５　空洞
　３１　駆動回路部品
　５１　空洞

【図１】 【図２】
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【図５】
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